
  

五
月
二
十
七
日
、
荒
川
河

川
敷
平
井
運
動
公
園
に
於

い
て
江
戸
川
、
小
岩
、
葛
西

消
防
団
が
参
加
し
て
二
十

三
年
度
江
戸
川
区
内
三
団

水
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
江
戸
川
消
防
団
で
は
、

第
一
分
団
・
第
二
分
団
・
第

三
分
団
・
第
十
分
団
で
、
か

ま
つ
き
工
法
と
地
下
浸
水

防
止
工
法
と
流
失
家
屋
救

助
訓
練
を
真
剣
に
取
り
組

み
ま
し
た
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勲
受
賞
者 

瑞
宝
双
光
章 

 
 
前
江
戸
川
消
防
団
長
 
  

武
松
 
成
太
郎 

 
消
防
庁
長
官
表
彰 

永
年
勤
続
功
労
章 

 
 
第
二
分
団
 
 
分
団
長
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
一
木
 
正
明 

 

八
月
二
十
八
日
（
日
）
都

営
江
戸
川
二
丁
目
ア
パ
ー

ト
解
体
現
場
に
お
い
て
、
消

防
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
訓
練
は
、
新

入
団
員
や
放
水
訓
練
の
機

会
が
少
な
い
団
員
を
中
心

に
行
わ
れ
、
可
搬
ポ
ン
プ
か

ら
の
筒
先
ノ
ズ
ル
圧
力
は

通
常
よ
り
高
水
圧
で
の
放

水
を
体
感
し
た
り
、
放
水
を

止
め
る
こ
と
な
く
筒
先
を

交
代
す
る
動
作
や
放
水
時
、 

東
日
本
大
震
災
で
は
、
被

災
地
を
中
心
に
堤
防
の
門

戸
閉
め
や
、
住
民
の
避
難
誘

導
な
ど
で
多
く
の
消
防
団

員
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
東

京
二
十
三
区
の
消
防
団
員

は
、
通
常
、
広
報
活
動
や
、

住
民
と
協
力
し
て
の
消

火
・
救
護
活
動
が
基
本
と
な

り
ま
す
。
江
戸
川
消
防
団
で

は
、
全
団
員
上
級
救
命
技
能

の
講
習
を
受
け
て
お
り
、
消

防
ポ
ン
プ
や
資
器
材
（
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
等
）
が
配
備
さ
れ

て
い
て
、
災
害
の
時
に
は
、

そ
れ
ら
を
活
用
で
き
る
訓

練
を
し
て
お
り
ま
す
。
災
害

の
時
に
は
、
地
域
住
民
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
り
、
地
域
を
守

る
団
体
で
す
。 

地
域
の
絆
！ 

消
防
団
員
募
集 

編
集
後
記 

 

今
年
は
大
震
災
の
影
響
で

各
地
の
行
事
が
自
粛
、
縮
小

さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
川
区
に

お
い
て
は
江
戸
川
区
花
火
大

会
を
中
止
と
し
ま
し
た
。
江

戸
川
消
防
団
で
も
節
電
に
よ

り
、
夜
間
の
訓
練
を
伴
う
ポ

ン
プ
操
法
の
大
会
が
中
止
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
広
報
紙

は
、
地
震
に
よ
る
安
全
対
策

を
特
集
し
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ん
自
宅
の
安
全
対
策
か
ら

考
え
て
み
て
下
さ
い
。
 
  

こ
の
訓
練
は
災
害
に
備

え
、
住
民
同
士
の
連
携
を

深
め
る
と
共
に
地
域
全
体

の
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。 会

場
で
は
い
ざ
と
言
う

時
に
的
確
な
行
動
が
取
れ

る
よ
う
消
火
訓
練
・
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
・
応
急
救
護
等

様
々
な
訓
練
が
お
こ
な
わ

れ
東
日
本
大
震
災
直
後
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
住
民
の
方
が
参
加
さ
れ

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。 

小
松
川
・
平
井
防
災
訓
練
 

分
団
紹
介 

第
八
分
団 

  

七
月
三
日
（
日
）
第
二
十

九
回
小
松
川
・
平
井
地
区
総

合
防
災
訓
練
が
大
島
・
小
松

川
公
園
自
由
の
広
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

江
戸
川
消
防
団
で
は
、
平

井
地
域
と
西
瑞
江
地
域
の

消
防
団
員
が
不
足
し
て
お

り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

団
員
や
、
Ｏ
Ｂ
が
地
域
に
い

る
と
、
安
心
に
つ
な
が
り
ま

す
。
是
非
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

東
京
都
消
防
褒
章 

 
 
団
本
部
 
 
 
分
団
長
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
渡
邊
 
登 

第
一
分
団
 
 
分
団
長
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
喜
田
 
末
子 

日
本
消
防
協
会
表
彰
 
精
績
章 

 
 
第
八
分
団
 
 
分
団
長
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
金
子
 
賢
治 

日
本
消
防
協
会
表
彰
 
勤
続
章 

 
 
団
本
部
 
 
 
部
長
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
勝
田
 
富
浩 

第
十
分
団
 
 
分
団
長
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
阿
部
 
喜
美
男 

第
五
分
団
 
 
副
分
団
長 

石
井
 
修
一 

東
京
都
消
防
協
会
表
彰
 
功
労
表
彰 

 
 
第
二
分
団
 
 
副
分
団
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
石
原
 
修
一 

 
 
第
七
分
団
 
 
副
分
団
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
斎
藤
 
敏
男 

区
政
功
労
賞 

団
本
部
副
団
長
 
加
納
 
邦
夫
 
 

第
三
分
団
長
 
 
神
宮
司
 
忠
  

第
一
分
団
長
 
 
喜
田
 
末
子
 
 

第
三
分
団
部
長
 
小
久
保
繁
夫
  

元
第
六
分
団
班
長
 
保
科
 
政
和
  

 
今
で
も
屋
号
で
呼
び
合

う
町
、
一
之
江
。「
ど
こ
の

誰
が
あ
ー
だ
こ
う
だ
」
と

す
ぐ
話
に
の
ぼ
る
。
先
輩
、

後
輩
四
十
、
五
十
過
ぎ
て

も
い
ま
だ
健
在
。
休
も
う

も
の
な
ら
「
ど
う
し
て
出

ら
れ
な
い
、
何
か
あ
る
の

か
？
」
と
ど
う
に
も
他
人

行
儀
に
な
れ
な
い
。
特
に

火
災
予
防
運
動
の
広
報
で

は
一
之
江
町
、
一
之
江
一

～
八
丁
目
、
西
瑞
江
四
丁

目
の
住
民
の
方
々
に
火
の

用
心
の
声
掛
け
と
共
に
、

心
の
安
心
を
一
番
に
考

え
、
困
っ
て
い
る
人
に
対

し
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な

い
昔
な
が
ら
の
近
所
付
合

い
の
良
さ
が
根
強
く
残
っ

て
い
る
第
八
分
団
で
す
。 

筒
先
を
放
し
て
し
ま
っ
た

時
の
筒
先
の
危
険
状
況
な

ど
普
段
体
験
す
る
こ
と
の

な
い
訓
練
を
各
団
員
真
剣

に
行
い
ま
し
た
。
今
後
の

現
場
活
動
に
活
か
し
た
い

訓
練
で
し
た
。 

 

解 体 中 都 営 江 戸 川 二 丁 目 ア パ ー ト  
分 団 長  金 子 賢 治  

江
戸
川
区
内
三
団
合
同
水
防
訓
練 

実
戦
型
放
水
訓
練 

平
成
二
十
二
年
度
受
賞

消 防 団 員 募 集 広 告 バ ス  


